
「選果」：ぶどう栽培の延長にある技術 ed.2

ワインは葡萄。よい葡萄畑からよいワインが生まれる。しかしいくらよい葡萄畑で
あっても、いくら細心の注意を払った手摘み葡萄であっても、房のすべてが健全
果ではない。選果をすることで、よい葡萄のポテンシャルはさらに高まる。

そういう意味で、「選果」は醸造所で行う作業ではあるが、「栽培の延長にある技
術」あるいは「畑の延長にある技術」と考えられる。

収穫したバスケットの中、
注意深く手摘みしたぶどう

選果後選果後

の良品

排出した

不良果不良果
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Click ボルドーにみる「選果」

Video

「選果は21世紀技術」：選果は21世紀に入って世界のワイン先

2
端地で急速に広がりつつある。特にトップクオリティーのワイナ
リーが採用している。今後、日本でも広まると予測される。



専門誌にみる「選果」の記述例

アレスティ・ワイナリー（チリ）で、除
梗前にベルトコンベアで選果している写
真 「このあと除梗後に再度選果」 と

Ch.レイソン（ボルドー）にて。除梗後にバ
イブレーションコンベアで選果している写真。
「バイブレーションは洗浄に優れる」とのコメント。

真。「このあと除梗後に再度選果」、と
記事にある。(WANDS誌 04/05)

(ASEV Japan学会誌 04/volume15)

オーパスワン（ナパ）での除梗の前後でダブル選果。「2年オ パスワン（ナパ）での除梗の前後でダブル選果。 2年
前の収穫から総勢16人を動員する選果台を導入。ボルドー
ではトップシャトーですでに導入されているが、ナパではオーパス
ワンのほか数社」、との記事。(WANDS誌 05/02)

ボルドーの最新動向に関するガイヨン教授
（ボルドー大学）の記事で「2台のターブル・

オスピス・ド・ボーヌ（ブルゴーニュ）
での選果コンベア。除梗前の選果の写真。
メッシュ状のコンベアは珍しい (WANDS誌 （ボルド 大学）の記事で「2台のタ ブル

ド・トリ（選果テーブル）で除梗前後で選果、
粒に残った果梗を手で取る」との記述。写
真は除梗後の粒をベルトコンベアで選果して

ると ろ ( 誌 / )

メッシュ状のコンベアは珍しい。(WANDS誌
04/11)

いるところ。(Vinotheque誌 04/10)

著作権の関係で写真は掲載できませんが、参考になる写真が掲
載されています 各誌のバックナンバーをご覧ください
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載されています。各誌のバックナンバ をご覧ください。



「選果」の具体的レイアウトや事例

4レイアウト例1：除梗→選果（コンベア）→破砕→モーノまたはチューブポンプ



「選果」の具体的レイアウトや事例

ごSワインさんでご採
用いただいた選果
システム。前掲の
例1のレイアウト

5日本の事例 1

例1のレイアウト。



Mワインさんの選果作業。低速
で 綿密に選果作業をされてい

「選果」の具体的レイアウトや事例

日本の事例 2

で、綿密に選果作業をされてい
る。（注：破砕のあとには、チューブ
ポンプ（Ragazzini MS3）が使わ
れている。）本 れている。）

by courtesy of Mr. D.S.
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「選果」の具体的レイアウトや事例

7
レイアウト例2：選果（バイブレーション＋ベルト）→除梗→選果
（ベルト）→破砕→モーノまたはチューブポンプ



「選果」の具体的レイアウトや事例

レイアウト例3：選果（バイブレ ション）→除梗→選果（ベルト） 破砕

8

レイアウト例3：選果（バイブレーション）→除梗→選果（ベルト）→破砕

→モーノまたはチューブポンプ



●選果に使用する実際の機器

バイブレーションテーブル バイブレーション選果コンベアバイブレ ションテ ブル

エレベーターコンベア

イ 選果

除梗機

選果コンベア

モーノポンプ
除梗機

選果システム選択のポイント
除梗機、破砕機などとのマッチング
処理能力の設定
葡萄での実績、葡萄の見易さ
洗浄の容易さ
エレベーターコンベアは多目的利用

チューブポンプ
独立破砕機
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チュ ブポンプ


